
1



2



まず、GXtestとはどのようなものか。
GXtestはGeneXusのテストツールであり、GeneXus IDEに同梱されています。
そのため、テストオブジェクトもナレッジベース内で一元管理されます。

GXtestの利用による最も重要な利点は、エンドツーエンドのテストを実行し
て
継続的インテグレーションと継続的デリバリープロセス（CI / CD）を実現で
きることです。
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開発プロセスでテストツールを使用する必要があるのはなぜですか？

1：開発者自身が出来上がった処理を一番理解しているため、自分自身の実装
をテストするべきです。

2：すべてのテストをパイプラインで実行されるように設計し、CI/CD環境を
実現できる。

3：Shift-left を行うことで、早期に仕様ミス、バグの検出を行うことが可能で
す。

4：テスト自動化はdevopsのハーネスであり、継続的デリバリーのコアであり、
サイクルを短縮および高速化する
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ユニットテストは、任意のコードをテストする処理を定義します。
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UIテストは、実行したアプリケーション上でユーザーの操作をシュミレーシ
ョンできます。
UIテストを自動化することでリグレッションテストや、コアビジネステスト
のために有用です。
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テスト自動化ピラミッド

GXtestは、このテスト範囲全体をカバーすることを目的としています。
それらが何であるか見てみましょう、
--------------------------------------
開発者にできるだけ早くフィードバックを提供するために実行するクイック
テストである単体テストを用意します。

さらに、ブラウザー上のアプリケーションでのユーザーインタラクションを
シミュレートするインターフェイステストがあります。

したがって、テスト自動化スキームを指すと、まず、単体テストの強固な基
盤が得られます。

さらに一連のインターフェイステストを実施し、自動化できないテストとし
て手動テストと探索的テストの実施を検討します。

コスト的な面で見てみましょう。
基本的にテストの自動化はユニットテストに対して、高いROIを示すことが知
られています。

なぜならユニットテストは、極めて短調なテスト項目を高速に繰り返すため、
システマティックに実行することが簡単であり、

それにより人為的なミスを排除することが可能です。自動化すれば、テスト
ケースを1000回することも苦ではありません。

UIテストは、単体テストよりは効果が出にくいものとなりますが、それでも
自動化のメリットは大きいものです。 7
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Unit Testは画面を持たない内部処理オブジェクトを対象に利用可能です。
アプリケーションを実行せずにこれらのオブジェクトの動作検証が可能です。
メンテナンスが簡単で、すぐに実行することができます。

対象オブジェクトの右クリックメニューから簡単に既定のフォーマットに基
づくテストオブジェクトを作成できます。
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「ユニットテストを作成」を実行した場合、GXtestは対象のオブジェクトを
繰り返しテストできるようにUnit Testオブジェクトの作成と、
そのオブジェクトを実行するために必要なオブジェクトを作成します。

Unit Testオブジェクト内ではデータプロバイダーから出力されるテストデー
タを含むSDTコレクションに基づき繰り返しテストを実行します。
想定される出力値と一致するかをAssertと呼ばれるGXtestが用意する検証用関
数にて確認します。
この確認の値もデータプロバイダーより取得します。
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前のページで少し触れましたが、同時に作成されるオブジェクトとしてSDTと
データプロバイダーがあります。

SDTオブジェクトには、テストID、対象のプロシージャーで定義された引数、
戻り値(Parmルールの定義)に基づく値、

想定される戻り値、想定される戻り値に関する表示メッセージが格納できる
アイテムが定義されています。
必要に応じてカスタマイズできます(例：データ桁数を変更する)

データプロバイダーオブジェクトにはテストデータのセットが既定で5件定義
されています。
この自動生成される件数はKBの設定であらかじめ指定可能です。

また、この自動生成データでは、想定される戻り値および表示メッセージは
空の値となるため、
テストを実施する前に指定する必要があります。
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テストを実行した結果は専用のウィンドウで表示されます。
テストデータとして(データプロバイダーで)指定した期待値が取得値と一致す
る場合には成功として緑色のチェックアイコンが表示されます。

もし、期待値と取得値が異なる場合にはエラーとなり、赤いバツアイコンが
表示されます。
例えば、桁あふれが発生するようなテストケースを用意した場合です。
(SDTの期待値アイテムのデータ桁数を変更しています)
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ユニットテストの機能の1つとしてモッキングが用意されています。
これはデータベースの状態をテスト用に保存しておくための機能です。

なぜこのような機能が必要となるのでしょうか？

データベースの値は様々なテストを行うために日々変化する可能性がありま
す。

この時、あるテストケースが特定のテーブルを参照している場合、突然テス
ト結果が失敗になる可能性があります。

これはテストデータが変わってしまったため、事前に定義されていたテスト
データと一致しなくなったためです。

また、テスト内でデータの操作を行い、元に戻さないために次の実行が失敗
することも想定されます。
このようなケースでモッキングを活用できます。

例えばこのスライドにある定義のようにあるトランザクションの価格項目を
割引価格へ更新するプロシージャーがあり、
このプロシージャーをテストするユニットテストがある場合です。

登録されている価格が変わってしまうと、事前に定義したテストデータと一
致せず、失敗することが考えられます。
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モッキングを行うためには、テストエクスプローラーにて「モックデータを
記録」をクリックします。

この操作により、現在のデータベースの状態がこのユニットテスト用に記録
され、ファイルが生成されます。

今後、このテストを実行する際、プロシージャーが読み込むデータはデータ
ベースの値ではなく、
このファイル内に記録された値となります。
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テストが対象のオブジェクトのコードのうち、何割のコードをテストできて
いるかをカバレッジとして表示可能です。

例えば条件分岐が多数あるプロシージャーをテストする場合に、すべての分
岐で意図した結果となるのかを
確認することが可能です。

この機能を利用するためには、まずはプロパティで機能を有効にする必要が
あります。

有効になった場合、ツールバーのメニューに「コードカバレッジ」というメ
ニューが追加されます。
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実行したテストによって対象のオブジェクトのコードを何割検証することが
できたかを確認するための画面が用意されています。

対象のオブジェクトのコードも表示されるため、どの行が実行されているの
か、されていないのかを用意に確認できます。
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GXtestでは、Webアプリケーションとネイティブモバイルアプリケーション
両方に対し、UIテストを実行することが可能です。

UIテストでは、機能をテストするためにユーザーとアプリケーションのやり
取りを趣味レートし、UIおよびデータベース上のシステムの出力や結果を検
証します。
そして、GeneXus上で定義を行うため、テスト対象のコントロールについて
は、GeneXus上のコントロール名で指定することも可能です。

作成する際には、2つの方法が用意されています。
1つはすべてのテストコードを手書きする方法です。
もう1つは実行したアプリケーション上での操作の記録です。
この場合、GXtestが提供しているGoogle Chromeのアドオン「GXtest
Recorder」を利用できます。
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あるアプリケーションでは、2つの入力欄に値を入力すると、計算(掛け算)が
行われる画面があります。
この画面の動作をテストするために、Web UI Testを作成します。
GXtest Recorderを起動し、操作の記録を開始すると、画面上での操作が記録
されていきます。

X(画面左の入力欄)に値を入力し、Y(画面右の入力欄)に値を入力し、「計算」
ボタンを押下。
計算結果として表示されるZ(画面右側の数値表示領域)の値を検証するテスト
ケースを記録しました。
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記録したテストケースをWeb UI Testオブジェクトとして生成した場合、オブ
ジェクトはこのような定義を含むものとなります。

先ほど記録した通りの操作がコマンドとして生成され、値の代入や、ボタン
の押下、値の検証がテストとなります。

右クリックすることでテストを実行することができ、ブラウザ上でテストが
実行されることを確認できます。
ブラウザは既定でChromeが起動するようになっていますが、これはKB単位お
よび各UIテスト単位で指定可能です。
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Unit testと同様にテストとして定義された各コマンドの成功/失敗が結果とし
て表示されます。

GeneXusのUIテストでは、入力欄の位置などでコマンドを定義せず、コント
ロール名で定義しているため、

画面のデザインを変更し、項目の位置が変更となった場合でもこのままテス
トを再度実行することができます。
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現在のGXtestでは、スマートデバイス上で実行するネイティブモバイルアプ
リケーションのUIテストにも対応しています。

ネイティブモバイルアプリケーションとして生成されるメインオブジェクト
を紐づけ、画面の操作をコマンドで指示します。
Web同様に画面上のコントロールの操作や値の検証を定義することが可能で
す。

テストケースを作成する場合には、必要なコマンドをGeneXus上で手動で記
述する必要があります。
テスト対象となるアプリケーションは、UI Testオブジェクトのプロパティで
指定しているため、
Web UI Testの場合のようにアプリケーションのURL指定などはありません。

また、作成についてWeb UI Testのような操作の記録機能は実装されていませ
ん。
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テストを実行した際の結果については、これまでのタイプと同様にテスト結
果としてGeneXusのIDE上に表示されます。

すべてのテスト結果はHTMLとして保存することができ、テストのエビデンス
としてご利用いただけます。
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ナレッジベース内に作成されたすべてのテストケースは「テストエクスプロ
ーラー」ウィンドウから複数選択し、一度に実行の指示を行えます。

しかし、この時の実行される順序は選択されたテストオブジェクトの名前を
アルファベット順で並び替えたものとなります。

そのため、いくつかのテストケースで共通するテスト操作を1つのテストケー
スとして作成しても、適切に利用できません。
このようなケースで活躍するのがこの「Test Suites」機能(オブジェクト)です。
任意のテストケースを任意の順番で実行するように指定することができます。
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GXtestで作成するテストオブジェクトはナレッジベース内の1オブジェクトで
あることはお伝えしていました。

これは、GeneXus Serverを利用した場合、テストケースをチーム内で共有で
きることを意味します。

誰かが作成したテストケースはチーム内で共有することができ、この機能を
利用し、最終的にリリース前の
様々なテストにメンバーが作成したテストを利用することができます。
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GeneXus Serverは、CI/CDを実現するために「パイプライン」という機能が搭
載されています。

この機能を利用することで、継続的インテグレーション、継続的デリバリー
つまり一般的に言われるDevOpsを実現できます。

GXtestによって作成されたテストケースもこの継続的インテグレーションに
含めることが可能です。

図にあるようにパイプラインの中でテストケースを実行するプロセスを構成
し、自動的にテストも完了させることが可能です。
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GXtestのご利用を開始する際に必ず検討が必要となる点を挙げさせていただ
きました。
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GXtestは、一部の機能は無償で利用可能ですが、すべての機能を利用する際
には、ライセンスが必要となります。
機能ごとのライセンス要否についてご説明させていただきます。
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他のテスト自動化製品との比較について。
比較資料より抜粋
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表に記載の内容については、GXtest開発元にて検証し、記録したドキュメン
トのローカライズ版より抜粋したものとなります。
すべての比較内容については資料をご確認ください。
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